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学位論文審査の要旨 
 

博士の専攻分野の名称  博士（歯学）   氏 名 山 田 恭 子 

 
 

  主査 教授 山 口 泰 彦                                 
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学 位 論 文 題 名 

睡眠時無呼吸症候群用口腔内装置装着時における顎運動の検証 

 

  審査は，審査担当者全員の出席の下，はじめに申請者より提出論文の概要の説明が行われ，審査

担当者が提出論文の内容および関連した学問分野について口頭により試問する形式で行われた．申

請者より説明された提出論文の概要は以下の通りである． 

 

 閉塞型睡眠時無呼吸症候群（OSAS）の治療法の 1つである口腔内装置（OA）は主に上下完全固定

型（以下，固定型 OA）と上下分離型（以下，分離型 OA）に大別される．固定型 OAでは上下マウス

ピースを完全に固定し，顎運動が制限されるため違和感が危惧されるのに対し，分離型 OA は下顎

の開口や側方運動がある程度許容されるという利点があるが，装置の効果という点においては，開

口の許容が不利になる可能性もあることから，開口時の顎位については十分に検証する必要がある．

そのため，本研究では，2種類の分離型 OA（NKコネクターⅡ，サイレンサーSL）装着時の開口運動

や限界運動を測定解析し，三次元的な下顎の移動方向と移動距離を検証した． 

対象は，任意に参加した健常被験者 6名である．顎運動経路測定に先立ち，被験者ごとに 2種類

の分離型 OAを製作した．OAに付与する下顎前方位は被験者の最大前方移動量の約 65％とし，咬合

挙上量は前歯部にて 5～6mm の範囲に設定した．顎運動の記録には歯科用下顎運動測定器（K7）を

用いて， OA非装着時の習慣性開閉口運動，矢状面内下顎限界運動，及び 2種類の OA装着時の開口

運動，前方運動，矢状面内限界運動を計測した．OA非装着時の下顎運動と各 OA装着開口運動はそ

れぞれ 1回の計測のなかで施行し，それぞれにつき 5回ずつ，計 20回施行した．また，K7ヘッド

センサーを装着後，被験者の眼窩下点を記録し，咬合平面板を使用し写真を撮影することで，K7測

定基準平面，FH平面，咬合平面の位置関係も記録した． 

本研究による計測比較の結果，NKコネクターⅡ，サイレンサーSLともに分離型 OA開口運動は非

装着時の習慣性開口運動路に対して前方へ向かう経路を示すことが示され，咬合平面を基準におい



ても下顎は後退をしていない可能性が示唆された．また，OA装着時，開口は可能であるが，許容さ

れる開口量は小さいことがわかった．これらの顎運動経路の特徴は，開口運動による中咽頭の狭窄

作用を生じづらくするものと考えられ，装置の構造として合理的なものと思われた． 

 

 

審査担当者からの主な質問は以下のとおりであった。 

1）対象とした被験者群が患者群であった場合における結果の妥当性について 

2）測定時と睡眠中の姿勢の差位における測定結果の妥当性について 

3）本研究で対象とした OAの物性と有効性について 

4）K7測定時における切歯センサーの取り外しの有無と OAの形態について 

5）K7測定時の頭位について 

6）K7測定時における被験者の体動への対策について 

7）K7計測結果における OA装着時の顎位変化による測定結果の軌跡について 

8）OA装着時の矢状面内限界運動時最大前方移動量の測定位置の妥当性について 

9）咬合採得，咬合挙上量測定の具体的な手技について 

10）咬合平面板の使用位置について 

11）使用した咬合器の種類について 

12）開口運動路と気道の角度との考察の妥当性について 

13）論文，図 7の項目についての確認 

 

これらの質問に対する申請者の回答および説明は，専門的知識に基づいた的確なものであった．

また，今後の課題と研究の将来展望も示された． 

 

 試問により申請者が関連学問領域における十分な知識を有していると判断された．本学位論文

の研究内容は新規性を有し，得られた知見は今後の睡眠時無呼吸症候群の研究や治療法の発展へつ

ながるものと評価できた．以上のことから，審査員一同は申請者が博士（歯学） の学位を授与され

るに相応しいと判定した． 


